
腎病理夏の学校 2006 のプログラム 

 

日程 

９月２日（土） 12:00-13:00 受付（弁当） 

 13:00-17:40 講義 (A チーム)または実習 (B チーム) 

  18:00-20:00 懇親会 

９月３日（日）  8:00-12:30 講義 (B チーム)または実習 (A チーム) 

  12:30-13:00 修了証書授与（弁当） 

  13:00-14:00 特別講演 

 

会場 

北海道大学医学部 

札幌市北区北 15条西７丁目（地下鉄南北線北 12条駅下車７分） 

受付，講義：臨床講義室第３（臨床大講堂） 

実習：学生実習室 

懇親会：北海道大学ファカルティハウス「エンレイソウ」 

 

参加費：20,000 円（昼食代，懇親会，ハンドアウト，CD-ROMを含む） 
 

講師およびチューター 
杉崎祐一（学校長），山中宣昭，重松秀一，浜口欽一，佐藤英俊，城 謙輔，山

口 裕，田口 尚，上田善彦，長田道夫，久野 敏，立野正敏，江原孝史，倉

持 茂，北村博司，清水 章，岡 一雅，上杉憲子，大谷方子，小川弥生，深

澤雄一郎（世話人） 

 

(1) 講義は「腎生検病理診断標準化への指診（東京医学社）」を教科書として使

いますので事前に通読されることをお奨めします．講義・実習のハンドアウト

と CD-ROMは当日受付で配布します． 
(2) 腎生検症例のコンサルテーションを実施しますので，希望者は当日プレパラ
ートと資料（蛍光写真，電顕写真など）を持参して申し込んでください． 
(3) 講義からはいるAチームと実習からはいるBチームにわかれます． 

(4) 実習は１グループ８人，５グループ(40 人)で行います．チーム分け，グルー

プ分けは事務局にお任せ下さい． 

(5) 交通や宿泊の予約は各自で行ってください．時期的に観光客で込みあいます

のでなるべく早く手配することをお奨めします． 



なお，参加をキャンセルする場合はなるべく早くご連絡下さい． 

 

スケジュール 
９月２日 

12：00 受付開始（弁当）（北海道大学医学部臨床講義室第３） 

学校長挨拶と連絡 13時から 13時 10 分（全員） 

講義(Aチーム)（北海道大学医学部臨床講義室第３） 

腎病理基礎編 13時 20分から 14時 50 分 

１．腎生検標本の扱い方，固定および染色 

２．腎生検光顕所見の記載の仕方 

３．免疫組織化学的検索法と記載の仕方 

４．腎生検の電顕的検索と記載の仕方 

５．質疑応答（10分） 

休憩 14 時 50 分から 15時 

腎病理レクチャー（１）15時から 16時 20 分 

１．腎病理の標準化「糸球体障害をどのようにとらえるか」 

２．IgA腎症の分類と活動性・進行度の評価について 

３．膜性腎症と膜性増殖性糸球体腎炎 

４．質疑応答（10分） 

休憩 16時 20分から 16 時 30 分 

腎病理レクチャー（２）16時 30分から 17時 40 分 

５．巣状分節性糸球体硬化症の亜型と pathogenesis 

６．ループス腎炎の新分類について 

７．血管炎と類縁疾患 

８．質疑応答（10分） 

 

実習(Bチーム) （北海道大学医学部学生実習室） 

実習オリエンテーション 13時 20分から 13 時 30 分 

鏡検実習 13 時 30 分から 17時 40 分 



 

 1st 2nd 3rd 4th 5th 

IgA 腎症 a e d c b 

膜性腎症 

膜性増殖性糸球体腎炎 

b a e d c 

巣状分節性糸球体硬化症 c b a e d 

ループス腎炎 d c b a e 

血管炎 e d c b a 

 

懇親会 18時から 20時 

北海道大学ファカルティハウス「エンレイソウ」 

 

９月 3日  

実習(Aチーム) （北海道大学医学部学生実習室） 

実習オリエンテーション８時から８時 10分 

鏡検実習 ８時 10分から 12時 20 分 

 

講義(Bチーム)（北海道大学医学部臨床講義室第３） 

連絡 8時から 8時 10分 

腎病理基礎編 8時 10分から 9時 40分 

１．腎生検標本の扱い方，固定および染色 

２．腎生検光顕所見の記載の仕方 

３．免疫組織化学的検索法と記載の仕方 

４．腎生検の電顕的検索と記載の仕方 

５．質疑応答（10分） 

休憩 9 時 40 分から 9 時 50分 

腎病理レクチャー（１）9時 50分から 11時 10 分 

１．腎病理の標準化「糸球体障害をどのようにとらえるか」 

２．IgA腎症の分類と活動性・進行度の評価について 

３．膜性腎症と膜性増殖性糸球体腎炎 

４．質疑応答（10分） 

休憩 11時 10分から 11 時 20 分 

腎病理レクチャー（２）11時 20分から 12時 30 分 

５．巣状分節性糸球体硬化症の亜型と pathogenesis 

６．ループス腎炎の新分類について 

７．血管炎と類縁疾患 



８．質疑応答（10分） 

 

修了証書授与 閉会の辞 次回開催についての案内（弁当） 

12 時 30 分から 13時（北海道大学医学部臨床講義室第３）全員 

特別講演（北海道大学医学部臨床講義室第３）13時から 14時 

「移植腎の病理」  山口 裕先生 

 

 

問い合わせ先： 

〒062-0931 札幌市豊平区平岸１条６丁目３番 40号 

KKR札幌医療センター（旧幌南病院）病理科 深澤雄一郎 

電話・FAX：011-832-3029，E-mail：fukasawa@kohnan.gr.jp 

 


